
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪舟回廊 

 

ガーデンツーリズム登録制度 

令和 3年度 登録計画事業実施報告 
 

雪舟回廊協議会 令和 4年 3月 



●具体的な事業の実施状況 

 

①第１９回雪舟サミット 

実施主体 

   第１９回雪舟サミット実行委員会 

      （総社市、井原市、三原市、益田市、防府市、山口市（開催地）） 

  

実施時期 

  令和３年１０月１６日（土） １３時３０分から１６時３０分 

 

実施施設 

  山口市民会館大ホール（山口市中央２丁目５番１号） 

 

事業概要 

 ・目的等 

  雪舟ゆかりの自治体（岡山県総社市、岡山県井原市、広島県三原市、島根県

益田市、山口県防府市、山口県山口市）の首長が集い、雪舟の業績を検証する

とともに、雪舟を通じて友好の輪を広げる。 

 ※山口県の県央七市町で取り組む「山口ゆめ回廊博覧会」における山口市の主

要事業の一つとして位置付け開催する。 

 

 ・開催内容 

①開会 

②オープニングプログラム：山口鷺流狂言保存会公演 

③記念講演：日本水墨画美術協会 理事長 濱中 応彦氏「雪舟の居所」 

④自治体リレートーク 

⑤サミット宣言/次期開催地あいさつ等 

⑥アトラクション：笑い飯 哲夫の「おもしろ仏教講座～画僧・雪舟の原点」 

⑦閉会 

   

・参加者数 

約２５０人 

 

・大ホールイベント及び関連イベント 

①大ホールロビーイベント 

・雪舟サミット加盟市観光等情報コーナー 

・現代水墨画優秀作品展（協力：日本水墨画美術協会） 

・雪舟生誕６００年記念チョコ菓子販売（協力：山口商工会議所） 

 

②関連イベント 

・日本水墨画美術協会展２０２１公募展 

    開催日：令和３年１０月１４日（木）～１７日（日） 

    場 所：山口市民会館小ホール 



・山口県立美術館コレクション特別企画 

    「雪舟流の魅力」 雪舟の仏画/雪舟の山水画 

    開催日：令和３年１１月２６日（金）～１２月１９日（日） 

    場 所：山口県立美術館 
 

第１９回雪舟サミットの様子 

 

・開会                  ・山口鷺流狂言公演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記念講演                  ・自治体リレートーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サミット宣言                ・サミット宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・サミット旗受け渡し         ・次期開催地あいさつ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②JAF ドライブスタンプラリー 

 

期間 

令和３年４月２０日～１２月２３日 

  ※以下、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点による一時休止期間 

５月１６日～６月２０日、８月２７日～９月３０日 

    

立ち寄りポイント 

 常栄寺庭園（山口県山口市） 

 常徳寺庭園（山口県山口市） 

 萬福寺庭園（島根県益田市） 

 医光寺庭園（島根県益田市） 

 益田市立雪舟の郷記念館（島根県益田市） 

 

動員数 

山口・益田「雪舟回廊」コース 752 名 

 

 

まとめ 

１）全体を通しての効果や成果 

周遊企画「JAF ドライブスタンプラリー」実施期間中、立ち寄りポイントの対

前年入館者数比較及び期間中と年間の入館者数等の月平均の比較を行った。 

結果は以下のとおりである。 

※ただし、常徳寺は入館者数のカウント未実施のため除外 



【入館者数等の状況】 

 
 

２）分析 

ア）期間中の入館者数 

・期間中、立ち寄りポイントの入館者数等の合計を比較した 

 （期間 R２：６～１２月、R３：４～１２月） 

  R２ 23,195 人 

  R３ 24,450 人 

・実施期間は R３の方が長いものの、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の 

観点による一時休止期間を考慮すると、R２と R３の実施期間はおおむね同期 

間と考えられる 

・上記の前提の上、期間中、立ち寄りポイントの入館者数等は R３が 1,255 人多 

 いという結果となった 

 

イ）期間中の入館者の動向 

・立ち寄りポイントの入館者数について、期間月平均と年間月平均を比較した 

・期間月平均について、R２と R３を比較すると、雪舟の郷記念館以外の立ち寄 

り施設で減少傾向が見られた 

・また、R３について、期間月平均と年間月平均を比較したところ、雪舟の郷記 

念館のみが増加しているという結果となった 

 

３）考察 

結果は上記のとおりである。R２については国による新型コロナウイルス感染

症対策である「Go To トラベル」が７月下旬から１２月下旬まで実施された。一

概には言えないがその影響もあり、同期間中における立ち寄りポイントの入館

者数は R２の方が多いという結果となった。その後、「Go To トラベル」について



は一時停止となっており、R３の立ち寄りポイントの入館者数の減少の一つの要

因となっていると考えられる。 

そうした状況の中、ドライブスタンプラリーの実施により、若干ではあるが立

ち寄りポイントの入館者数の増加に寄与できたものと考える。 

また、参加者にアンケートを実施した。その結果（一部）及び考察は以下のと

おりである。 

 

➀本コースのポイント以外で立ち寄られた益田市の観光スポットを教えてくだ

さい。（複数回答可） 

 

②本コースのポイント以外で立ち寄られた山口市の観光スポットを教えてくだ

さい。（複数回答可） 

 

③宿泊を伴いコース巡りをされた場合、宿泊場所を教えてください。 

 

④この地域で最も印象に残った観光資源を教えてください。 

 

 



ア）周遊効果 

・①②の結果より、特に山口市においては 80％以上の方が立ち寄りポイント以

外の施設にも立ち寄っており、周遊効果が認められる 

 

イ）滞在時間及び観光消費額 

・③の結果より、参加者のうちおよそ 40％の方が宿泊を伴っており、滞在時間

の延長及び観光消費額の増加につながっていると考えられる 

 

ウ）観光資源 

・「歴史や文化」に関心がある方がおよそ半数であった。参加者は「雪舟」に興

味関心があると考えられることから、おおむね想定内の結果である 

・また、「食」に関心のある方がおよそ 20％いることから、今後の事業展開にお

いては「食」を意識した展開が効果的であると推察できる 

 

 

③SL で行く！ガーデンツーリズム秋の３市物語 

 

日時 

令和３年１１月２０日（土）～２１日（日） 

 

参加者 

２０人（応募者数３０３組） 

※応募者の概要：山口市 230、美祢市 1、防府市 39、

宇部市 6、山陽小野田市 2、周南市 8、下松市 2、

下関市 12、福岡市 3） 

 

行程 

初日 新山口駅―道の駅長門峡―益田市（雪舟庭

園、昼食）―津和野駅から SL 乗車―山口駅―常栄

寺ライトアップ―ホテル 

２日目 大内氏庭園、瓦そば―毛利氏庭園・毛利博物館―うめてらす―新山口駅 

 

まとめ 

１）全体を通しての効果や成果 

●ガーデンツーリズムを構成する自治体のうち、山口県山口市・防府市、島根県 

益田市の３市連携事業として実施した 



●参加費用を抑え、庭園をはじめとする観光素材のモニタリングに主観をを置 

 いた 

 

 

２）分析（参加者アンケートより） 

ア）ガーデンツーリズムの認知度 

・参加者は「日本庭園（１５人）」に関心を持っているが、その内「ガーデンツ

ーリズム」という言葉を知っているのは６名であった 

・その出身地別人数は以下のとおりである 

  知っている ６名 

→全てガーデンツーリズム構成自治体（山口市・防府市）  

  知らない １４名 

   →ガーデンツーリズム構成自治体（山口市・防府市） ６名 

    その他（宇部市、下松市、山陽小野田市、下関市） ８名 

 

イ）庭園の満足度 

・庭園の満足度は、以下のとおり 

常栄寺   満足 １９名 普通 １名 

  毛利氏庭園 満足 １８名 ※未記入２名 

  萬福寺   満足 １７名 普通 ３名 

  医光寺   満足 １６名 普通 ４名 

 

３）考察 

ア）ガーデンツーリズムの認知度 

・参加者アンケートによるとガーデンツーリズム構成自治体においても、ガーデ

ンツーリズムの認知が十分ではないという結果となった 

・また、構成自治体以外の出身者でガーデンツーリズムを認知している方はいな

かった 

・庭園ももちろんだが、ガーデンツーリズムという言葉や制度の情報発信をより

積極的に行う必要があると感じる 

 

イ）庭園の満足度 

・今ツアー参加者間における庭園の満足度は高いと言える 

・アンケートの詳細を見ると、常栄寺においては、初訪の方はもちろん複数回訪

れた方でも「ライトアップ」という特別感に大きく満足をされている傾向がある 

・毛利氏庭園においては「紅葉」「国宝展」と最も良い時期の訪問となり、参加



者の満足度は高かった 

・また、萬福寺・医光寺、そして毛利氏庭園に共通するが、「ガイドによる庭園

の説明」に対する参加者満足度は非常に大きいという結果となった 

・「庭園の魅力」をいかに伝えるかにより、参加者の満足度は大きく影響される

ことが明確となった 

 

 

●今後の取り組み 

 成果を踏まえ、特に情報発信に主眼を置いた下記事業を展開したい。 

 また、対外的にガーデンツーリズムを発信する手段の一つとして、萩・石見空

港利用促進対策室と連携した首都圏からの誘客に取り組みたい。また、本件につ

いては継続的な誘客につなげることが重要であり、意識して取り組みたい。 

 

情報発信 

➀「雪舟回廊」ガーデンツーリズム中綴じ冊子の作成 
 規格：20 ページ、A4 サイズ 

 部数：3,000 部 

 目的及び効果：構成庭園をはじめ、周辺の立ち寄り施設やお土産物情報等を 

        掲載したパンフレットを作成することで、誘客の動機付けを 

        図る。 

②ホームページの充実 

 目的及び効果：イベントページを設け、雪舟回廊の年度毎の取組みを発信す 

        ることで、年間を通した情報発信を行う。 

③公式 SNS（Facebook）の作成 

 目的及び効果：ガーデンツーリズムや構成庭園のリアルタイムな情報発信を 

        行うことで、訪問客の周遊を促し、滞在時間の延長を図る。 

周遊企画 

④JAF ドライブスタンプラリー 

 期間：令和４年４月～１２月 

 参加自治体：岡山県総社市、山口県山口市・防府市、島根県益田市 

庭園鑑賞を主目的としたツアー造成 

⑤リアルツアー 

 概要：萩・石見空港利用促進対策室が主催し、萩・石見空港 in または out の

ガーデンツーリズムを巡るツアーをクラブツーリズムに造成依頼。 

 



 

 

 

 

雪舟回廊の旅 皆様のお越しをお待ちしています。 

 


